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Ⅰ．はじめに

　今日，約 3 万人の子どもたちが社会的養護の下で生活

を送っている（こども家庭庁 a 2023）．児童養護施設は，

虐待など様々な理由によって，親と離れて生活をせざる

を得なくなった子どもたちが入所，生活を行っている児

童福祉施設である．彼らは入所している間，同じく入所

している他児と寝食を共にし，地域の学校等に通うなど

しながら生活を送っている．これまで児童養護施設で生

活を送る子どもたちに対する研究は主に虐待や不適切な

養育によって子どもたちが抱えた課題に対するものや，

家庭復帰に向けた取り組みなどについては多く進められ

てきた．特に近年では，法改正に伴い，自立支援，退所

後の支援など重要性が叫ばれ，アフターケアについては

様々な研究，実践活動が盛んに進められている．

　もちろん，アフターケアに対する研究，実践は社会的

養護児童の自立に対し，非常に重要な観点であり，それ

については筆者も疑うところではない．だが，その一方，

社会的養護下で生活する児童の生活実態に関する研究

は，いくつかの施設経験者による経験談を記載したもの

（高橋ら 2015；施設で育った子どもたちの語り編集委

員会 2012）に限られ，社会的養護下で生活する子ども

たちに対するインケア，リービングケア（自立支援）の

実態についても施設職員が中心となり出版したもの（楢

原 2021）を除いて非常に乏しい現状がある．近年は施

設経験者から生活史の聞き取り等をおこなったものが報

告されてきているが，いずれもアフターケア研究を目的

としたものが多く，措置時代の生活を集約・整理したも

のは少ない．谷口（2017）が行った調査は数少ない児童

養護施設における生活支援の研究であり，子どもたちの

抱える様々な課題による暴言・暴力，性的課題の他に集

団生活のシステム上，一人ひとりの要望をすべて聞き入

れることなどが課題として挙げられているほか，入所児

童に友人や地域とのかかわりを持たせることが十分では

ない，という現状における課題点を指摘している．

　児童養護施設における暴言・暴力，性的課題に対して

は，性教育も含めた権利学習などを実施している．また，

こどもの意見表明についても権利ノートなどを用いるこ

とや，施設内で自治会を設け，子どもの意見を吸い上げ，

家族会議などによって施設における生活の主体化を図る
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取り組みも進められてきていることが 2012 年度以降，

社会的養護関連施設に義務づけられた第三者評価及び自

己評価の受審結果から多数読み取ることができる（全国

社会福祉協議会 2023）．しかしながら，入所児童と友人・

地域とのかかわりの強化については，施設内での取り組

みを越え，地域社会における文化的な生活を意味するも

のであり，上記 2 点とは異なる様相を含んでいると思わ

れるが，この点について現状は明らかとなっていない．

　そこで本研究では，わが国の児童養護施設における子

どもの生活，とりわけ施設で生活する子どもたちの文化

権保障の現状と課題を明らかにすることを研究目的とす

る．また，上記を明らかにするために，本研究では以下

の構成で文献レビューによる研究を行う．

　Ⅱでは，現在の日本社会において，子どもたちならび

に児童養護施設が置かれた状況を昨今の子ども家庭福祉

のキーワードでもある「子どもの貧困」，「子どもの権利」

の観点からその現状を浮き彫りにする．続いてⅢでは，

子どもが文化的な生活を送る上で必要となる「文化権」

に着目し，わが国における文化権保障の動向を辿る中で

その現状を明らかにする．Ⅳでは，欧州を中心に用いら

れる社会文化アニマシオンを用い，児童養護施設におけ

る文化権保障の推進が持つ意味について述べ，Ⅴでむす

びとする．

　本研究は，今後児童養護施設において文化権保障を進

めていく上で必要となる事柄を探索的に把握するもので

ある．この点は，小規模化・地域化へ進み，一層家庭的

となっていく児童養護施設の今後にとって必要な点であ

り，そこに本研究の意義があると考える．

Ⅱ．子どもの生活する環境の変化と児童養護施設の現状

　子どもを取り巻く環境は目まぐるしく変化してきてい

る．本章では，児童養護施設で生活する子どもの生活実

態を把握するにあたり，子ども家庭福祉において語られ

ることの多い「子どもの貧困」と「子どもの権利」につ

いて整理を進めるものとともに，子ども家庭福祉におけ

る実践上の課題を明らかにしていく．

Ⅱ - 1．子どもの貧困から見る支援ニーズ

　2008 年に経済開発協力機構（OECD）が発表した

2005 年時点での日本の相対的貧困率，14％という数値

はその後に大きな影響を与えた．子どもの貧困に対して，

本国では 2013 年に「子どもの貧困対策の推進に関する

法律」（以下，子どもの貧困対策法），2015 年に「生活

困窮者対策法」がそれぞれ成立し，今日では各自治体や

NPO による取組が進められている．

　相対的貧困率はわが国において近年，注目を集めてい

る言葉ではあるが，相対的貧困を捉える上では，タウン

ゼントの剥奪概念を包含した考え方が主流である．タウ

ンゼントは，「社会の一員であることによって期待され

ている役割を果たし，社会関係に参加し，慣習的行動に

従うことが可能になるような生活条件，すなわち食事，

快適さ，普及品，サービスなどを，まったくないし十分

に受けられない（Lister 2004：41）」状況にある時が，

相対的剥奪が生じている状態であると説明している．ま

た，わが国の子どもの貧困研究における第一人者である

阿部は子どもの相対的貧困を「日本の現代社会に生き

る普通の子どもの生活さえもできない状況である」と

定義している（阿部 2012：365）．また，この相対的貧

困は社会的排除とも大きく関連しており（岩田 2008），

Ridge（2002）は子どもの相対的貧困とそれに伴う社会

的排除について子どもたちへのインタビューを通してそ

の実情を明らかにしている．Ridge の研究において，貧

困世帯で生活する子どもたちは，世帯の経済的な困窮が

彼ら自身のお小遣いなどの経済的資源に制限を与えるこ

とと，それを確保するために家事手伝いや労働などに

よって，時間を失っている実情を述べ，さらには経済的・

物質的資源の不足状態が仲間との交友関係に影響を与え

ていることを明らかにした．

　つまり，今日において子どもたちの生活に求められる

ものは，生きていくために最低限必要な衣食住のみなら

ず，他者との社会関係を保ち，ふつうの生活を送る環境

を整備していくことであると言える．

　近年では，「子どもの権利」がキーワードになり，わ

が国においても法改正を含めた支援体制が整備されてい

ることから，次節では，子どもの権利について，概観し

ていく．

Ⅱ - 2．子どもの権利から見る支援ニーズ

　2016 年に改正された児童福祉法では，1989 年の第 44

回国連総会に採択され，1994 年に本国も批准した「子

どもの権利等に関する条約」（以下，子どもの権利条約）

の内容が盛り込まれている．子どもの権利条約は，現在

196 の国と地域によって批准がされており，その特徴は

子どもを権利の受動的存在のみならず，能動的主体とし

て捉えたところにある（外務省 2023）．日本ユニセフ協

会はここで定められた子どもの権利の種類を，①生きる
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権利，②守られる権利，③育つ権利，④参加する権利の

4 つに大別している（表 1 参照）．

表1　子どもの権利

生きる権利 住む場所や食べ物があり，医療を受けられる
など，命が守られること

育 つ 権 利 勉強したり遊んだりして，もって生まれた能
力を十分に伸ばしながら成長できること

守られる権利
紛争に巻きこまれず，難民になったら保護さ
れ，暴力や搾取，有害な労働などから守られ
ること

参加する権利 自由に意見を表したり，団体を作ったりでき
ること

日本ユニセフ協会（2023）を基に筆者作成

　児童養護施設をはじめとした社会的養護下で生活を送

る子どもたちに関連するテーマとして，本条約批准に伴

い，法改正や条約を意識した取り組みが進められてき

た．2016（平成 28）年に改正された児童福祉法において，

その第一条に子どもの権利条約の文言が追加されたこと

や，家庭養育優先を推進する方針が発表された新しい社

会的養育ビジョン（2017 年）などが代表的なものであ

るが，条約批准後の動向で言えば，1997 年の児童福祉

法改正において，施設の目的規定の中に「自立支援」が

組み込まれるなど，より児童を能動的な権利主体として

捉えた体制整備も進められてきた（牧園 2010）．その後，

2004 年の改正時には施設を退所した後のアフターケア

についてもその義務化が定められ，近年の社会的養護に

おいて，自立支援（リービングケア）とアフターケアは

特に重要視される研究，実践上のテーマとなっている．

　現在，重点的に取り組まれているひとつが，子どもの

教育・進学に関する支援である．先述した子どもの権利

における「育つ権利」の観点から進学や就職に役立つ学

習支援の充実を目的とし，2009（平成 21）年度より社

会的養護下で生活する中学生の学習塾に係る費用が実費

支給されるようになり，今日では義務教育年齢の子ども

達に対する学習機会が保障されるようになった．加えて，

高等教育への進学機会をサポートするために，特別育成

費，大学等進学支度費，就職支度費の増額が行われるほ

か（厚生労働省 2011），2018 年からは日本学生支援機

構が低所得世帯で生活をする者向けの給付型奨学金を本

格的に開始するなど，支援の拡充が進められてきている．

これらは，子どもの権利条約第 28，29 条を意識した改

革であり，現在は学習機会の整備のみならず，高等教育

への進学に向けたさまざまな研究・実践がなされている

（高田 2022；上田ら 2016）．厚生労働省の調査によると，

2011（平成 23）年度に 22.0% だった大学等・専修学校

等への進学率が，2022（令和 4）年度には 38.6% と 15.6

ポイント上昇しており，徐々にではあるが，効果が見え

始めていると言える（厚生労働省 2017；こども家庭庁

a 2023）．

　また，近年においては「参加する権利」のひとつであ

る意見表明権（同条約第 12 条）についてもインケア時

における子どもの意見表明権を保障するための仕組みづ

くりとしての「子どもの権利ノート」をはじめとした取

り組みなど，権利擁護の観点からさまざまな研究・実

践が進められてきている（伊藤ら 2022；栄留 2014；長

瀬 2004）．加えて，2023（令和 5）年 4 月に施行された

こども基本法においても子どもの権利を代弁する独立し

た立場として子どもコミッショナー / オンブズパーソン

（仮称）の設置が求められているなど，政策レベルでの

移行がまさに進んでいるところである．

　これらからも見えるように，「子どもの権利」を意識

した法改正に伴い，子どもを能動的な主体として様々な

機会に参加できるような取り組みが進められているとい

えるだろう．

Ⅱ - 3．能動的主体としての子どもと取り残された子ど

もの文化権保障

　本章では，「子どもの貧困」，「子どもの権利」という

2 つのキーワードを基にわが国における子ども家庭福祉

の支援ニーズが何かを確認してきた．その結果，いずれ

の場合においても，子どもを保護・養育される受動的主

体としての子どもとしてだけでなく，子ども自らが様々

な機会に参加するなど，文化的な生活を送る中で成長し

ていく重要であることが明らかとなった．特に教育に対

する支援には力点が置かれており，子どもの貧困対策と

しての学習支援，児童養護施設における高等教育に向け

た取り組みにより，効果が出始めていることは良い傾向

であると言える．

　一方で，「参加する権利」のひとつである文化権につ

いてはどうであろうか．文化権は教育権や意見表明権と

ともに重要な権利であり，第 31 条において子どもが休

息および余暇を持つ権利，その年齢にふさわしい遊びお

よびレクリエーション的活動を行う権利，ならびに文化

的生活や芸術に自由に参加する権利が認められている．

しかしながらこの第 31 条については，これまでも国連

子どもの権利委員会から勧告を受けるなど改善を求めら

れており，石濱（2021）はこの権利の必要性を指摘して
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いる．このような状況は児童養護施設で生活する子ども

たちについても例外でない．中には，施設の創意工夫に

よって子どもたちの社会参加の機会を保障するような取

組を行っている施設等もあるが，それは一部の施設にと

どまっているのが現状である．また，児童養護施設は措

置による入所であるため，児童が希望する施設に入所す

ることはできないため，入所した施設によって受けられ

る社会参加の機会に差が生じることも懸念されるだろ

う．

　文化権は生存権，教育権とともに重要な権利であるに

もかかわらず，社会福祉全体においてもそれを意識した実

践，ならびに研究はまだまだ途上である．そこで，次章で

は文化権にまつわる実際について述べていくものとする．

Ⅲ．文化権保障の現状

　前章では，子どもが周囲と社会関係を持ち，文化的な

生活を送ることが求められている文脈を見てきたが，そ

の中で文化権の保障が十分でないことを指摘した．では，

子どもの文化権保障はどのようになっているのか，本章

では大前提として，文化権の保障が社会福祉領域のなか

でどのように扱われてきたのかを把握した上で，子ども

の文化権保障の実態を明らかにしていきたい．

Ⅲ - 1．子どもの権利条約第 31条とこども基本法

　前章でも述べたように，わが国の文化権保障は十分と

は言い難い状況にある．しかしながら，文化権保障に関

係する法整備もなされていることも事実である．そこで

本節では，文化権保障に関連する，子どもの権利条約第

31条と，2023年4月に施行されたこども基本法を紹介し，

ここを出発地点としたい．

　国連の採択した子どもの権利条約において，第 31 条

は以下のように書かれている．

1 ．締約国は，休息及び余暇についての児童の権利並

びに児童がその年齢に適した遊び及びレクリエー

ションの活動を行い並びに文化的な生活及び芸術

に自由に参加する権利を認める．

2 ．締約国は，児童が文化的及び芸術的な生活に十分

に参加する権利を尊重しかつ促進するものとし，

文化的及び芸術的な活動並びにレクリエーション

及び余暇の活動のための適当かつ平等な機会の提

供を奨励する．（外務省 2023）

　増山（2018）は上記内容について，①休息権・余暇権，

②遊び権・レクリエーション権，③文化的生活・芸術へ

の参加権，の 3 つに分かれ，その中でも「子どもの文化」

という文脈においては，②と③が狭義の文化権を指すと

述べている．

　また，2023 年に施行されたこども基本法においては，

6 つの基本理念が掲げられており，文化権に該当する部

分として「全てのこどもについて，その年齢及び発達の

程度に応じて，自己に直接関係する全ての事項に関して

意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機

会が確保されること（こども家庭庁 b 2023）」が挙げ

られている．

　上記を踏まえると，今後子どもの文化権を保障するた

めには，遊びやレクリエーション，文化的・芸術的な社

会的活動へ参画する機会を確保することが求められてい

ることがわかる．これはこれまで見てきた子どもの貧困，

子どもの権利とも共通しており，やはり「子どもの参加」

がキーワードになっていると言える．そこで次節ではわ

が国の社会福祉領域全体における文化権保障の動向を概

観していく．

Ⅲ - 2．劣等処遇原則が残る文化権

　薗田は，社会福祉の文化権について説明をする際に，

イギリスの新救貧法の際に用いられた劣等処遇原則が大

きく影響していることを述べている．劣等処遇原則とは，

「救済を受ける貧民の状態は，全体として，最低階級の

独立労働者の状態よりも，実質的にあるいは外見上，う

わまわってはならない（2002：26）」よう処遇すること

を指す．この原則の採用は，言い換えれば生活の余裕部

分として捉えられる余暇や遊びを制限する性質を持って

おり，この原則が長らく社会福祉と文化権を切り離して

きた歴史を辿ってきた．当時の社会福祉が捉える主題は

衣食住の保障であり，遊びやレクリエーションは，人が

人らしく生きるための権利として十分に認められていな

かった（薗田 2022）．

　1950 年代以降，北欧を中心とし，世界的にノーマラ

イゼーションの思想が台頭する中で，福祉サービス利用

者に対し，余暇生活の充実等を目指すことが進められる

ようになった（滝口 2021）ことが世界的な動向におけ

るひとつの転換点となっている．また，わが国の社会福

祉原論においても岡村（1983）は，社会生活の基本的要

求として，経済的安定，職業的安定，家族的安定，保健・

医療の保障，教育の保障，社会参加ないし社会的協同の
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機会，とともに文化・娯楽の機会，を挙げるなど，今

日の社会福祉領域においては余暇の保障は満たすべき，

ニーズとして捉えられるようになっている．

　しかしながら，前述したような「劣等処遇原則」の名

残が未だ残っている．これがわが国の社会福祉における

文化権保障の現状と言える．

Ⅲ - 3．子どもの文化権保障の現状

　わが国の社会福祉において，文化権保障が十分になさ

れていないことについてはすでに述べたが，子ども家庭

福祉においても同様の状況が見られる．

　まず，日本の子どもを取り巻く地域環境は，1960 年

代の高度経済成長以降，大きく変化してきた．1976 年

にジャーナリストの上田によって「三間（空間・時間・

仲間）の喪失」が指摘されて以降，子どもの余暇に関す

る議論は絶えない．それにもかかわらず，この課題は払

拭されないばかりか，近年においては子どもの遊び・ス

ポーツ・余暇・習い事の市場化が進んでおり，これらに

参加するためのハードルが高くなっている現状がある

（大澤 2019）．実際，2013 年に国連子どもの権利委員

会によって出された『ジェネラルコメント第 17 号』に

おいて，子どもたちの生活が過剰に構造化され，プログ

ラム化されている状況を踏まえ，子どもたちが大人に決

定・管理されない時間が保障されるべきである旨の指摘

がなされている（増山 2023）．

　子どもの貧困対策においても，子どもの文化権保障を

推進するような動向は見られず，むしろ貧困の再生産を

防ぐことを目的とした学習支援に重きが置かれている．

これに対し，桜井（2017）は学習支援を「ワークフェア

子ども版」と表現し，現行の政策に対して警鐘を鳴らし

ている．

　児童養護施設をはじめとした社会的養護においても同

様の傾向があり，先述した中学生の学習塾費はその係る

費用の全額が実費支給される一方で，スポーツ・習い事

といった文化権に関連する部分については，中学校の部

活動費のみの実費支給に限定されており，学校外でのス

ポーツクラブ等の活動や小学生年齢の習い事など学校教

育と直接的に関係しない部分に対する支援が欠けてい

る．また，谷口（2017）が児童養護施設の職員におこなっ

た調査によると，「必要だが，実践できていない」こと

として，子どもが近所の家庭について理解することや，

地域の子どもたちとプール等に遊びに行くこと，学校等

の友人宅に泊まりに行くことなどといった施設の敷地を

飛び出して，他者との関わりを持つ機会を十分に提供で

きていない実態が明らかとなっている．

　もちろん，筆者は貧困の再生産を防ぐための取り組み

を全否定するつもりはない．しかしながら，桜井が言う

ように，「子どもは学力が保障される以前に，まず人間

としてあるその存在が保障される必要（2017：62）」が

あると考える．貧困世帯で育つ子ども達が余暇等の参

加する機会が乏しいことを示すことは述べたが（Ridge 

2002），同調査では，子どもたち自身が社会参加を行う

機会が乏しい中での生活から，他者から排除されるので

はないか，社会的制裁を受けるのではないか，という不

安も語られているため，社会参加の機会を多様に用意す

ることがわれわれに求められているのではないだろう

か．

　次章では，欧州を中心に取り組まれる社会文化アニマ

シオンについて言及しつつ，文化権保障が持つ可能性に

ついて検討するものとする．

Ⅳ．子どもの文化権保障をおこなう意味

　前章では，こどもの文化権保障がいかに見過ごされて

きたか，社会福祉領域全体における余暇の扱いも含め，

整理を行ってきた．その中で見えてきたのは教育機会へ

の参加が重要視される一方で余暇や遊び，スポーツや文

化芸術活動への参加の機会が不十分な現状である．

　繰り返しになるが，筆者は子どもの教育機会への参加

を否定する訳ではなく，それ自体に重要な価値があると

思っている．では，余暇は今日においても「人生におけ

る修飾物」（薗田 2002：17）でしかないのであろうか．

教育権保障と並行して文化権保障を行う意義はどこにあ

るのか．本章では，文化権保障が子どもの生活にどのよ

うな意味を持つのかを整理していく．

Ⅳ - 1．欧州における社会文化アニマシオンの台頭とそ

の意味

　人々の生活が労働（子どもの文脈においては教育）に

偏重する流れは，わが国に限った問題ではなく，経済が

高度成長する産業社会においては同様の流れを辿ってい

る．しかしながらその一方で欧州ではこの流れに対して

対策を講じた．それが社会文化アニマシオンの概念であ

る．

　フランスでは，産業社会が及ぼす生活への影響を危惧

し，人間本来の主体性と創造的な内的活力を活性化させ

る方法として，社会文化アニマシオンの理念を提唱し，
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今日では欧州，ラテンアメリカなどにおいて，文化・芸術・

教育・福祉・ボランティア・余暇・娯楽・スポーツ・祭り・

社会開発などの広範にわたって用いられている．社会文

化アニマシオンは，生命力・活力を吹き込み，心身を活

気づけ，「生き生き」する心の動きを用いながら，社会

的活動への参加などを通していくことが個人の発達や活

気ある人間交流，ひいては社会の活性化につながる，と

いう立場を取っている（増山 2013）．換言すれば，子ど

もがワクワクしながら主体的に物事に参加していくこと

が，子ども個人の発達につながる，という考え方である．

　また，社会文化アニマシオンを推進していく際には，

子どもの関わる大人のあり方を問い直すことが求められ

る（増山 2016）．大人とこどもの関係性は，子どもの権

利を保障する動向により，旧来のパターナリスティック

な関係性から，対等なパートナーシップ関係の側面を持

つ形へと変化している．社会文化アニマシオンの文脈に

おいても同様に，大人は子どもと共に活動を作り，楽し

む人としての存在が求められる．つまり，子どもの文化

権を保障していくためには，そこに関わる大人が，その

パワーを弱めていくことが求められると言える．

　では，子ども家庭福祉，特に児童養護施設という支援

者の役割が大きいとされる入所施設においてどのように

展開できるのであろうか．次節では，ある実践例をもと

に文化権保障に向けた足がかりとしたい．

Ⅳ - 2．第三者が関与することの持つ可能性

　前節において，社会文化アニマシオンのような文化権

保障を推進していくためには支援者など大人が，子ども

に対するポジションを見直すこと，ひいては支援者と子

どもの援助関係のあり方を再考する必要性があることを

述べた．ただし，これはすべての支援者がその姿勢を顧

みるべきである，という結びに変えるものではない．本

節では児童養護施設における取り組みを紹介しつつ，本

研究の結論へと繋げていきたい．

　井上・笹倉（2017）は岩手県において行われた児童養

護施設で生活を送る子どもたちを対象に行われた地域養

護活動の関係者へのインタビュー，ならびにホームステ

イ事業への参与観察を通して，施設の入所児童が外集団

の関わることの有用性を明らかにした．この事業は子ど

もたちにとって，普段生活している施設では出会う可能

性の低い，自分達と「異なる」外集団との出会いの場で

あった．この外集団との出会いは，子どもたちの「ひと・

もの・こと」に対する認識が多面的に拡張し，自分自身

の生活を等身大として捉えることにつながっているこ

と，いつもと異なる外集団との出会いによって，普段か

ら関わってきた内集団に対する「ひと・もの・こと」の

捉え直しにも影響を及ぼす結果が出ている．これは他者

との関わりをはじめとした社会参加の経験によって自身

を意識化させる，エンパワメントのプロセスと辿ったと

も捉えられる．つまり，子どもの文化権保障が意味する

ものはさまざまな活動への主体的な参加を通した経験の

獲得に加え，自身のエンパワメントを実現することに寄

与するのである．

Ⅴ．おわりに

　これまで，子どもの貧困対策ならびに，子どもの権利

に関する動向を辿る中で，今日の子ども家庭福祉に関す

る支援状況が，教育に重点の置かれた状況にあることを

概観してきた．その背景には，イギリスの新救貧法にお

ける劣等処遇原則があり，その名残がわが国における文

化権保障の遅れに影響を与えていることを述べた．一方

で，欧州では社会文化アニマシオンのような，子どもの

主体性や参加を助長し，文化的な生活を営めるような取

り組みが普及していること紹介した上で，文化権を保障

した取り組みは，子どもにとって経験を獲得できる機会

のみならず，他者との出会いを通して，自身の生活を見

つめ直し，成長させる効果も持ち合わせることを述べて

きた．本章では，本研究のまとめとして，児童養護施設

の文脈における支援のあり方について検討していきた

い．

Ⅴ - 1．新たなフェーズとしての文化権保障と今後の課題

　小池（2002）は人間の生活が，衣食住に関係する基礎

生活，社会的役割を担う社会生活，自由時間に営まれる

余暇生活の 3 つで構成されているという前提のもと，マ

ズローの欲求 5 段階説と関連させ，基礎生活は①生理的

欲求，②安全と安定の欲求，社会生活は③所属と愛の欲

求，④承認と尊重の欲求，余暇生活は④承認と尊重の欲

求，⑤自己実現の欲求，にそれぞれ結びつくものとして

整理している（図 1）．
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図 1　マズローの欲求5段階説と生活レベルの関連

小池（2002）を基に筆者作成

　本研究でこれまで見てきた文化権は余暇生活に該当す

るものとして，図 1 においては高階層である④承認と尊

重の欲求 , ⑤自己実現の欲求を指している．一方，わが

国において社会福祉領域が従来主眼においてきたのは，

下階層に位置する①生理的欲求，②安全と安定の欲求，

などの衣食住といった基礎生活の安定であると言える．

今日においては労働，子どもの文脈においては教育と

いった社会生活に当たる部分に焦点が当てられているこ

とも考えると，子ども家庭福祉における支援はひとつず

つこの階層を駆け上がってきていることがわかる．すな

わち，さらに高階層にあたる余暇生活の充実も今後求め

られると考えられる．

　本研究では文献研究を通し，子どもの文化権保障の現

状とその意味を整理し，児童養護施設におけるその可能

性を模索してきた．しかしながら，児童養護施設におけ

る文化権保障に向けた取り組みはまだまだ途上導入状況

などについては全国的な調査・研究がなされていないた

め，児童養護施設の実態に十分に言い表したとは言い難

い．この点は今後の課題であるため，文化権保障の実態

に関する調査等を実施することに努めたい．

　また，今後地域と一体となって子どもの文化権を保障

する上で乗り越えなければならない課題もある．谷口

（2011）は，自身の研究から児童養護施設が地域社会の

中で周縁化された存在として位置付けられることも指摘

している．児童養護施設では，子どもたちが社会参加を

通し，第三者との出会いの中で自分自身をエンパワーさ

せていくのと同様に，地域と積極的に関わる中で今後の

施設のあり方を検討していくことが必要となってくるだ

ろう．
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